
別 表 リ ン 酸 二 ア ン モ ニ ウ ム の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

可溶性の乾燥穀類
蒸留物

DISTILLERS DRIED
GRAINS WITH
SOLUBLES

一 積載場所は清浄かつ乾燥した状態であること。
二 可能な限り、貨物を乾燥した状態に保つこと。
三 雨中において荷役作業をしないこと。
四 荷役作業中は、当該作業を行っていない船倉の
ハッチを閉鎖すること。
五 規則第十五条の四の規定に従って荷繰りするこ
と。
六 積載場所のハッチは風雨密であること。
七 陸揚げ時はオーバーハングの形成を防止するこ
と。

別 表 フ ェ ロ ニ ッ ケ ル の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

硫酸第一鉄七水和
物

FERROUS SULPHATE
HEPTAHYDRATE

一 酸化性物質と同一の船倉又は区画に積載しない
こと。
二 積載場所は清浄かつ乾燥した状態であること。
三 可能な限り、貨物を乾燥した状態に保つこと。
四 雨中において荷役作業をしないこと。
五 荷役作業中は、当該作業を行っていない船倉の
ハッチを閉鎖すること。
六 規則第十五条の四の規定に従って荷繰りするこ
と。
七 目及び皮膚との接触を避けること。
八 貨物の粉じんにさらされるおそれのある者は、
保護衣及び保護眼鏡その他の身体を保護する保護
装具を着用すること。
九 ビルジウェルは清浄かつ乾燥した状態とし、貨
物が入ることを防止するため覆われていること。
十 航海中は積載場所を通風しないこと。
十一 積載場所のハッチは風雨密であること。
十二 陸揚げ時はオーバーハングの形成を防止する
こと。
十三 陸揚げ後は、積載場所及びビルジウェルを十
分に清掃し、洗い流すこと。

別 表 フ ラ イ ア ッ シ ュ の 項 品 名 の 欄 中 「フライアッシュ」 の 下 に「（乾式）」 を 、「FLY ASH」 の 下 に

「,DRY」 を 加 え 、 同 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

粒状硫化鉄 GRANULAR FERROUS
SULPHATE

一 酸化性物質と同一の船倉又は区画に積載しない
こと。
二 積載場所は清浄かつ乾燥した状態であること。
三 可能な限り、貨物を乾燥した状態に保つこと。
四 雨中において荷役作業をしないこと。
五 荷役作業中は、当該作業を行っていない船倉の
ハッチを閉鎖すること。
六 規則第十五条の四の規定に従って荷繰りするこ
と。
七 目及び皮膚との接触を避けること。
八 貨物の粉じんにさらされるおそれのある者は、
保護衣及び保護眼鏡その他の身体を保護する保護
装具を着用すること。
九 ビルジウェルは清浄かつ乾燥した状態とし、貨
物が入ることを防止するため覆われていること。
十 航海中は積載場所を通風しないこと。
十一 積載場所のハッチは風雨密であること。
十二 陸揚げ時はオーバーハングの形成を防止する
こと。
十三 陸揚げ後は、積載場所及びビルジウェルを十
分に清掃し、洗い流すこと。

別 表 石 こ う の 項 中「荷役」 を「積荷役」 に 改 め る 。

別 表 マ グ ネ サ イ ト （ 天 然 の も の ） の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

硫化マグネシウム
肥料

MAGNESIUM
SULPHATE
FERTILIZERS

一 積載場所は清浄かつ乾燥した状態であること。
二 可能な限り、貨物を乾燥した状態に保つこと。
三 雨中において荷役作業をしないこと。
四 荷役作業中は、当該作業を行っていない船倉の
ハッチを閉鎖すること。
五 規則第十五条の四の規定に従って荷繰りするこ
と。
六 目及び皮膚との接触を避けること。
七 貨物の粉じんにさらされるおそれのある者は、
保護眼鏡その他の身体を保護する保護装具を着用
すること。
八 ビルジウェルは清浄かつ乾燥した状態とし、貨
物が入ることを防止するため覆われていること。
九 航海中は積載場所を通風しないこと。
十 積載場所のハッチは風雨密であること。
十一 陸揚げ時はオーバーハングの形成を防止する
こと。
十二 陸揚げ後は、積載場所及びビルジウェルを十
分に清掃し、洗い流すこと。

別 表 塩 の 項 中「荷役」 を「積荷役」 に 改 め る 。

附 則

こ の 告 示 は 、 平 成 二 十 五 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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別 表 金 属 硫 化 精 鉱 の 項 か ら 亜 鉛 澱 物 の 項 ま で の 規 定 中「全長100N以下の船舶における荷繰りは、」

を 削 る 。

同 表 焼 成 硫 化 鉄 鉱 の 項 第 八 号 中「内底板を石灰で表面処理すること。」 を「貨物と接触する部分に
腐食を防止するための措置をとること。」 に 改 め る 。

（ そ の 他 の 固 体 ば ら 積 み 物 質 及 び 船 舶 に よ る そ の 他 の 固 体 ば ら 積 み 物 質 の 積 載 の 方 法 を 定 め る 告 示

の 一 部 改 正 ）

第 三 条 そ の 他 の 固 体 ば ら 積 み 物 質 及 び 船 舶 に よ る そ の 他 の 固 体 ば ら 積 み 物 質 の 積 載 の 方 法 を 定 め る

告 示 （ 平 成 二 十 二 年 国 土 交 通 省 告 示 第 千 五 百 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 硝 酸 ア ン モ ニ ウ ム 系 肥 料 （ 非 危 険 物 ） の 項 第 二 号 中「含む。）」 の 下 に「又は燃料油管」 を 加

え 、 同 項 第 三 号 中「短国際航海」 の 上 に「積載場所と機関室の間の隔壁がＡ60級である場合及び」

を 加 え 、 同 項 第 二 十 号 を 削 り 、 同 項 第 二 十 一 号 を 第 二 十 号 と し 、 同 項 第 二 十 二 号 を 第 二 十 一 項 と す

る 。

Ÿ
˜


		2012-12-27T14:56:44+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




